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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の拡声器に接続された音響制御回路を管理する中央ユニットと、ツールとサービス
のライブラリに含まれるマルチタスクオペレーティングシステムを介して、ホストサーバ
によって制御された配布ネットワークに接続された通信モデムとを含むオーディオビジュ
アル再生システムであって、前記オペレーティングシステムが、前記音響制御回路を調整
して、オーディオビジュアル再生システムの複数の拡声器が配置され及び使用されている
様々なエリアでの音量を結合させる機能を含み、この機能にはマルチタスクオペレーティ
ングシステムの管理モードを介してアクセス可能であり、前記結合は、１つのエリアの音
量が変更された時に各エリアのさまざまな音量の間の比率を保つことを可能とする、オー
ディオビジュアル再生システム。
【請求項２】
　拡声器によって生成される音量が、１日の時刻に応じて、ツール／サービスライブラリ
管理モードを使用してプログラム可能である請求項１に記載のオーディオビジュアル再生
システム。
【請求項３】
　オーディオビジュアル再生システム内の通信モデムに、ホストサーバによって送信され
た要求を介して、音量設定パラメータをダウンロードできる請求項１に記載のオーディオ
ビジュアル再生システム。
【請求項４】
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　ディスプレイ手段を制御する中央ユニットと、タッチスクリーンと、メモリ手段と、ツ
ールとサービスのライブラリを含むマルチタスクオペレーティングシステムを介した前記
通信モデムからなり、前記再生システムの前記オペレーティングシステムが、少なくとも
１つの選択された曲目がダウンロードされるよう求める要求を、ホストサーバに自動的に
送信し、各曲目が質問表への回答に応じて決定され、前記質問表は、ディスプレイ手段に
よって表示されるように、メモリ手段のファイルに記憶され、ユーザがタッチスクリーン
上でのアクションによってそれに応答する、請求項１に記載のオーディオビジュアル再生
システム。
【請求項５】
　再生システムが、情報配布ネットワークを介して、ホストサーバに曲目リストをダウン
ロードし、次いでホストサーバが、同じ配布ネットワークを介して、前記運用者が作成し
たリスト内の曲目を決定されたオーディオビジュアル再生システムのメモリ手段にダウン
ロードする請求項４に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【請求項６】
　ホストサーバを介して再生システムにダウンロードされたファイルを介して、オーダが
、少なくとも１つの決定された再生システムに送信され、このオーダが、前記再生システ
ムによって記憶され、１つまたは複数の特定の瞬間に、１つまたは複数の特定の曲目を演
奏するために使用される請求項４に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【請求項７】
　ディスプレイ手段を制御する中央ユニットと、タッチスクリーンと、メモリ手段と、ツ
ールとサービスのライブラリを含むマルチタスクオペレーティングシステムを介した前記
通信モデムとを含み、オーディオビジュアル再生システムが設置されている場所に近い少
なくとも１つの来るべき芸術イベントについて説明する少なくとも１つの画像または動画
が、最初に再生システム内のファイルにダウンロードされ、前記オーディオビジュアル再
生システムのディスプレイ手段を使用して、特定の一定の間隔で、または前記芸術イベン
トに参加しているアーチストによって演奏された音楽が選択された後に、前記ファイルに
記憶された前記画像および／または前記動画を表示できるように、前記再生システムのオ
ペレーティングシステムが、前記ファイルを読み出す、請求項１に記載のオーディオビジ
ュアル再生システム。
【請求項８】
　前記ディスプレイ手段が、オーディオビジュアル再生システムのユーザが通信手段を介
してディスプレイ手段に表示された芸術イベントの入場券をオーダするために使用できる
画面を表示し、これらの入場券の支払いがオーディオビジュアル再生システムの一部を形
成する支払い手段を介してなされる請求項７に記載のオーディオビジュアル再生システム
。
【請求項９】
　入場券を印刷する印刷手段，またはディスプレイ手段に表示された芸術イベントに対応
する入場券を携帯電子オブジェクト上に記録する手段を含む請求項７に記載のオーディオ
ビジュアル再生システム。
【請求項１０】
　前記ディスプレイ手段が、前記再生システムのオペレーティングシステム内のファイル
を使用して、ユーザにタッチスクリーンに触ることで一連の質問に答えるように勧誘する
画面を前記ディスプレイ手段上に表示し、次いで前記質問に対する回答が，メモリ手段内
に記憶されたファイル内に記憶され、後で処理のためにダウンロードセンタに送信される
請求項７に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【請求項１１】
　一連の質問の表示が、所与の曲目が選択された後で、またはユーザが行う選択の回数に
応じて開始される請求項１０に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【請求項１２】
　各画像および／または動画に関連する情報が、ホストサーバによって送信された要求を
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介してオーディオビジュアル再生システムのメモリ手段上のダウンロード可能なファイル
内に記憶される請求項７に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【請求項１３】
　選択曲への支払いが決定された数に達した後で、前記オーディオビジュアル再生システ
ム内のディスプレイ手段を使用して、メモリ手段のファイルに記録され、かつユーザが、
選択曲を勝ち取るか、システムのメモリ手段に記録された質問表に答えるか、またはイベ
ントに参加できる無料のチケットを貰うことができるゲームからなる対話式の広告を表示
する請求項７に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【請求項１４】
　ディスプレイ手段を制御する中央ユニットと、ツールとサービスのライブラリを含むオ
ペレーティングシステムによって制御されるメモリ手段とを含み、運用者が、前記ツール
とサービスのライブラリ内のモジュールにアクセスでき、オーディオビジュアル再生シス
テムの管理者に所与の数のクレジットを提供し、１つのクレジットが１つの曲目を選択す
るのに必要な料金に対応し、クレジット数がメモリ手段のファイルに記憶され、管理者が
クレジットを使用するたびに、かつ運用者が１つまたは複数のクレジットを供給するたび
に、このファイルが更新される、請求項１に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【請求項１５】
　運用者によって供給されたクレジットが、リザーブ内のクレジットを使用できる時間範
囲を選択するための特別の画面を表示するプログラムモジュールによって決定された所与
の時間範囲内で使用できる請求項１４に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【請求項１６】
　クレジットのリザーブは、管理者だけによって使用されることができ、リザーブ内のク
レジットの使用を確認する前に、毎回要求される機密コードを入力する管理者によって制
御される請求項１４に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【請求項１７】
　クレジットのリザーブにクレジットを追加することからなる操作が、運用者がリザーブ
にクレジットを追加することが確認される前に、毎回要求される機密コードを運用者が入
力することでのみ使用できる請求項１４に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【請求項１８】
　管理者が、オーディオビジュアル再生システムの物理パラメータを変更できる値の範囲
を運用者が制限することができる請求項１に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、料金支払いによってトリガされるディジタルオーディオビジュアル再生システ
ムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
本出願人によって寄託された国際特許出願ＷＯ９６／１２２５７は、後述するディジタル
オーディオビジュアル再生システムのためのシステムに関する。このシステムはジューク
ボックスとも呼ばれ、通常、バーなどのレジャーエリアに配置される。運用者からオーデ
ィオビジュアル再生システムを賃借するバーの管理者は、タッチスクリーンとグラフィッ
クインタフェースとを介して物理パラメータを設定するための機能と管理モードとにアク
セスできる。管理者は、この画面とこのインタフェースとを使用して、オーディオビジュ
アルデータ配布ネットワークとホストサーバとを介して選択曲をオーダでき、これらの選
択曲はダウンロードセンタのホストサーバによってオーディオビジュアル再生システムに
ダウンロードされる。運用者も再生システムのための構成機能にアクセスでき、ダウンロ
ード可能な選択曲をオーダできる。顧客はグラフィックインタフェースに関連付けられた
タッチスクリーンを使用して曲目を選択する。このシステムは音声と画像の再生にとって
極めて効率的であるが、物理パラメータを設定するための一定の技能を必要とし、運用者
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による頻繁な移動を必要とする。さらに、システムのすべての機能が使用されているわけ
ではない。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、本発明の目的は、特にオーディオビジュアル再生システムとさまざまなユー
ザタイプの間での対話の増加を可能にし、その使用法を簡単化する多くの機能を備えたオ
ーディオビジュアル再生システムを提案することによって従来技術の欠点を克服すること
である。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明の第１の目的は、拡声器を通した音響出力の音量を制御する機能を提案することで
ある。
【０００５】
この目的は、オーディオビジュアル再生システムが、音響制御回路を管理する中央ユニッ
トと、ツールとサービスのライブラリの周囲に構築されたマルチタスクオペレーティング
システムを介して、ホストサーバによって制御された配布ネットワークに接続された通信
モデムとを含み、前記オペレーティングシステムが、前記音響制御回路を調整して、オー
ディオビジュアル再生システムの拡声器が使用されているさまざまなエリアでの音量を結
合させる機能を含み、この機能にはマルチタスクオペレーティングシステムの管理モード
を介してアクセス可能であり、１つのエリアでの音量が変更された時に各エリア内のさま
ざまな音量の比率を前記結合が維持することによって達成される。
【０００６】
別の特徴によれば、拡声器によって生成される音量は、１日の時刻に応じて、ツール／サ
ービスライブラリ管理モードを使用してプログラム可能である。
【０００７】
別の特徴によれば、オーディオビジュアル再生システム内の通信モデムに、ホストサーバ
によって送信された要求を介して、音量設定パラメータをダウンロードできる。
【０００８】
本発明の第２の目的は、運用者が実行する作業を容易にすることである。
【０００９】
この第２の目的は、オーディオビジュアル再生システムが、ディスプレイ手段を制御する
中央ユニットと、タッチスクリーンと、メモリ手段と、ツールとサービスのライブラリを
含むマルチタスクオペレーティングシステムを介して、ホストサーバによって制御された
配布ネットワークに接続された通信モデムからなり、前記再生システムの前記オペレーテ
ィングシステムが、少なくとも１つの選択された曲目がダウンロードされるように求める
要求を、ホストサーバに自動的に送信し、各曲目が質問表への回答に応じて決定され、前
記質問表は、システムメモリ手段のファイルに記憶され、適切な瞬間にディスプレイ手段
によって表示され、ユーザがタッチスクリーン上でのアクションによってそれに応答する
ことによって達成される。
【００１０】
別の特徴によれば、再生システムまたは運用者は、情報配布ネットワークを介して、ホス
トサーバに曲目リストをダウンロードし、次いでホストサーバは、同じ配布ネットワーク
を介して、前記運用者が作成したリスト内の曲目を決定されたオーディオビジュアル再生
システムのメモリ手段にダウンロードする。
【００１１】
別の特徴によれば、ホストサーバを介して、少なくとも１つの決定された再生システムに
ダウンロードされたファイルを介して、オーダが前記再生システムに送信され、このオー
ダは、前記再生システムによって記憶され、１つまたは複数の特定の瞬間に１つまたは複
数の特定の曲目を演奏するために使用される。
【００１２】
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本発明の第３の目的は、ユーザとオーディオビジュアル再生システムとの対話を可能にす
ることである。
【００１３】
この第３の目的は、再生システムが、ディスプレイ手段を制御する中央ユニットと、タッ
チスクリーンと、メモリ手段と、ツールとサービスのライブラリを含むマルチタスクオペ
レーティングシステムを介して、通信モデムとを含み、オーディオビジュアル再生システ
ムが設置されている場所に近い少なくとも１つの来るべき芸術イベントについて説明する
少なくとも１つの画像または動画が最初に再生システム内のファイルにダウンロードされ
、前記オーディオビジュアル再生システムのディスプレイ手段を使用して、特定の一定の
間隔で、または前記芸術イベントに参加しているアーチストによって演奏された音楽が選
択された後に、前記ファイルに記憶された前記画像および／または前記動画を表示できる
ように、前記再生システムのオペレーティングシステムが、前記ファイルを読み出すこと
によって達成される。
【００１４】
別の特徴によれば、ディスプレイ手段は、オーディオビジュアル再生システムのユーザが
通信手段を介してディスプレイ手段に表示された芸術イベントの入場券をオーダするため
に使用できる画面を表示し、これらの入場券の支払いがオーディオビジュアル再生システ
ムの一部を形成する支払い手段を介してなされる。
【００１５】
別の特徴によれば、再生システムは、入場券を印刷する印刷手段，またはディスプレイ手
段に表示された芸術イベントに対応する入場券を携帯電子オブジェクト上に記録する手段
を含む。
【００１６】
別の特徴によれば、前記ディスプレイ手段は、前記再生システムのオペレーティングシス
テム内のファイルを使用して、ユーザにタッチスクリーンに触ることで一連の質問に答え
るように勧誘する画面を前記ディスプレイ手段上に表示し、次いで質問に対する回答がメ
モリ手段内に記憶されたファイル内に記憶され、後で処理のためにダウンロードセンタに
送信される。
【００１７】
別の特徴によれば、一連の質問の表示は、所与の曲目が選択された後で、またはユーザが
行う選択の回数に応じて開始される。
【００１８】
別の特徴によれば、各画像および／または動画に関連する情報は、ホストサーバによって
送信された要求を介してオーディオビジュアル再生システムのメモリ手段上のダウンロー
ド可能なファイル内に記憶される。
【００１９】
別の特徴によれば、選択曲への支払いが決定された数に達した後で、オーディオビジュア
ル再生システム内のディスプレイ手段を使用して、メモリ手段のファイルに記録され、か
つユーザが、選択曲を勝ち取るか、システムのメモリ手段に記録された質問表に答えるか
、またはイベントに参加できる無料のチケットを貰うことができるゲームからなる対話式
の広告を表示する。
【００２０】
本発明の第４の目的は、運用者に提供された使用の融通性を増加させることである。
【００２１】
この第４の目的は、オーディオビジュアル再生システムが、ディスプレイ手段を制御する
中央ユニットと、ツールとサービスのライブラリを含むオペレーティングシステムによっ
て制御されるメモリ手段とを含み、運用者がツールとサービスのライブラリ内のモジュー
ルにアクセスでき、オーディオビジュアル再生システムの管理者に所与の数のクレジット
を提供し、１つのクレジットが１つの曲目を選択するのに必要な料金に対応し、クレジッ
ト数がメモリ手段のファイルに記憶され、管理者がクレジットを使用するたびに、かつ運
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用者が１つまたは複数のクレジットを供給するたびに、このファイルが更新されることに
よって達成される。
【００２２】
別の特徴によれば、運用者によって供給されたクレジットは、リザーブ内のクレジットを
使用できる時間範囲を選択するための特別の画面を表示するプログラムモジュールによっ
て決定された所与の時間範囲内で使用できる。
【００２３】
別の特徴によれば、クレジットリザーブは、管理者だけによって使用され、リザーブ内の
クレジットの使用を確認する前に、毎回要求される機密コードを入力する管理者によって
制御される。
【００２４】
別の特徴によれば、クレジットリザーブにクレジットを追加することからなる操作は、リ
ザーブにクレジットを追加する前に、毎回要求される機密コードを、運用者が入力するこ
とでのみ使用できる。
【００２５】
運用者によって供給されたクレジットは、所与の時間範囲内で使用できる。
【００２６】
別の特徴によれば、運用者は、管理者がオーディオビジュアル再生システムの物理パラメ
ータを変更できる値の範囲を制限することができる。
【００２７】
本発明のその他の特徴と利点は、添付の図面を参照する以下の説明を読めば明らかになろ
う。
【００２８】
【発明の実施の形態】
実際の説明を始める前に、いくつかの要素を定義しておくことは価値がある。第１に、こ
の説明中では「運用者」という用語は、オーディオビジュアル再生システムを設置して保
守する個人または会社を説明するために使用される。「管理者」という用語は、通常は「
運用者」からオーディオビジュアル再生システムを賃借し、このシステムを営利目的で使
用する個人または会社を説明するために使用される。最後に、「ユーザ」という用語は、
管理者が賃借した再生システムを、レジャー目的で使用する任意の人物を説明するために
使用される。
【００２９】
例えば、本発明のさまざまな特徴を適用するために使用される再生システムは、本出願人
によって寄託された国際特許出願ＷＯ９６／１２２５７に記載されている。
【００３０】
オーディオビジュアル再生システムは、以下に示しかつ参照するハードウェアコンポーネ
ントを使用することが好ましいが、これに限定されるわけではない。
【００３１】
中央マイクロプロセッサユニット（１）は、高性能のＰＣに適合するシステムで、少なく
とも次のメモリ手段と特徴を備えたＩｎｔｅｌタイプのシステムについて設置する場合に
選択する。
【００３２】
ＶＥＳＡローカルバスへの適合性
プロセッサキャッシュメモリ：２５６ｋバイト
３２ＭバイトのＲＡＭ
高性能シリアルおよびパラレルポート
ＳＶＧＡマイクロプロセッサタイプのグラフィックアダプタ
ＳＣＳＩ／２タイプのバスコントローラ
自己給電式スタティックＲＡＭ
本発明では同等の性能を備えた別の中央ユニットを使用することもできる。
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【００３３】
この中央ユニットは、音響制御回路（５）、通信制御回路（４）、入力制御回路（３）、
大容量メモリ制御回路（２）、ならびにディスプレイ手段制御回路（６）を制御しかつ管
理する。ディスプレイ手段は主として、ＳＶＧＡタイプの高解像度、低放射でインタレー
スのないフラットスクリーンビデオモニタ（６２）を含み、このモニタは、画像（例えば
選択曲のアルバムカバー）、グラフィックスおよびビデオクリップの再生のために使用さ
れる。
【００３４】
またメモリ手段は、高速、大容量のＳＣＳＩハードディスクを使用する記憶モジュール（
２１）を含み、マイクロプロセッサ装置に搭載済みのメモリ手段と関連付けられている。
これらのモジュールはオーディオビジュアル情報の記憶のために使用される。
【００３５】
ホストサーバによって制御されるオーディオビジュアル情報配布ネットワークへのリンク
を使用可能にするために、２８．８ｋｂｐｓ高速通信モデムアダプタ（４１）が含まれる
。
【００３６】
選択曲の音響情報を再生するために、システムは、例えばマイクロプロセッサと併用する
「サウンドブラスタ」マルチメディアオーディオアダプタカードなどの、多数の入力ソー
スをサポートする一方で出力にＣＤ（コンパクトディスク）タイプの品質を提供するよう
設計された音楽シンセサイザタイプの電子回路（５）に接続された増幅器兼同調器（５３
）からの信号を受信する拡声器（５４）を含む。
【００３７】
温度制御機能付きの２４０ワットの換気装置付き電源がシステムにエネルギーを提供する
。この電源には過電圧および過振動保護対策が施されている。
【００３８】
オーディオビジュアル再生システムは「先進表面波技術」を使用するガラスコーティング
パネルとＡＴタイプのバスコントローラとを含む入力制御回路（３）を介してタッチスク
リーン（３３）を管理する。このタッチスクリーンは顧客が使用する選択情報のさまざま
な項目を、ビデオモニタ（６２）またはテレビジョン画面（６１）に表示するか、または
システムの管理者または所有者が使用する管理コマンドおよび制御情報を表示するのに使
用される。このタッチスクリーンはまた、インタフェース回路（３）を介してキーロック
（３２）によって制御される、この目的に沿ったキーボードコネクタがすでに取り付けら
れているシステムに接続可能な外部キーボード（３４）と組み合わせて保守のために使用
される。
【００３９】
また入力回路（３）は例えば、
マイクロプロセッサシステム用の１５個の制御キーと映写装置用の８個の制御キーを備え
た赤外線遠隔制御装置、すなわちエミッタと、
アダプタを備えた赤外線受信機とから構成される遠隔制御アセンブリ（３１）を介してシ
ステムとインタフェースする。
【００４０】
料金支払い装置（３５）も入力インタフェース回路（３）に接続される。硬貨、紙幣、ト
ークン、スマートカードによるその他の任意の支払い方法またはこれらの支払い方法の組
み合わせを許容するその他の任意の装置を使用することも可能である。
【００４１】
このシステムは、外付け部品によってパーソナル化が可能な鋼製のフレーム内に収容され
ることが好ましい。
【００４２】
これらの要素とは別に、コードレスマイクロフォン（５５）が、音響コントローラ（５）
に接続され、それによってこの音響コントローラは強力な公衆向け演説および情報システ
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ム、またはカラオケ装置にも形を変えることができる。同様に、このシステムはコードレ
ス拡声器システムを使用することができる。
【００４３】
管理者は、遠隔制御アセンブリ（３１）を使用して、例えばカウンタの後ろから、
マイクロフォンのオン／オフ制御装置と、
拡声器のミュート制御装置と
音量制御装置と
現在演奏中の選択曲を取り消す制御装置などの
さまざまな制御装置にアクセスし制御することができる。
【００４４】
システムオペレーティングソフトウェアは、特にマルチメディア領域内のオーディオビジ
ュアル用途向けのツールとサービスのライブラリの周囲に構築される。有利なことに、こ
のライブラリは多数のコードの断片の同時実行を効率的に可能にする高性能のマルチタス
クオペレーティングシステムを含む。その結果、このオペレーティングシステムは、ディ
スプレイ手段、音響再生手段上で実行される動作と、配布ネットワークを通じた通信リン
クの管理を同時に、秩序だった方法で、、衝突なく実行することを可能にする。このソフ
トウェアは極めて融通性に富む。
【００４５】
ディジタル化され圧縮されたオーディオビジュアルデータは、メモリ手段（２１）に記憶
される。
【００４６】
各選択物は、ハイファイ品質またはＣＤ品質を備えた２種類のディジタル化されたフォー
マットで利用できる。
【００４７】
後述するすべてのモジュールは、順次使用されるように見えるが、実際はこれらのモジュ
ールに固有のタスクは、マルチタスクオペレーティングシステムを使用する環境で同時に
実行されることに注意すべきである。
【００４８】
ＳＳＭモジュールと呼ばれる第１のモジュールは、システム始動モジュールである。この
モジュールは、単一のサービスしか供給せず、したがって、システムの電源が入ると自動
的にロードされる。システムが正しい登録番号で始動されると、次いで直接ＲＭＭモジュ
ールの「インサービス」モードに移行する。
【００４９】
ＲＥＧモジュールは、初めて起動された時、または新規登録の承認が必要な時に、そのソ
フトウェアシリアル番号を表示して、ユーザに建物の名前、住所および電話番号などのユ
ーザ自身に関する情報を入力するよう要請する登録モードモジュールである。
【００５０】
ＲＭＭモジュールは、「インサービス」モードモジュールで、登録番号の確認が終了する
とシステムは直ちにこの動作モードに移行する。このモードでは、システムは、例えば次
のようなさまざまな事前定義されたイベントによって開始される任意の要求を扱う準備が
できている。
【００５１】
画面に触れる顧客：顧客またはユーザが画面に触れると、システムはフォアグラウンドセ
ッションの制御権をＣＢＳＭ（顧客ブラウズおよび選択モード）モジュールに渡す。
【００５２】
通信サーバネットワークの呼び出し要求：システムは、電話回線上にループを検出すると
非同期バックグラウンド手順を送信する（ＴＳＭ（テレコムサービスモード）モジュール
）。
【００５３】
キースイッチ（３２）に関する要求：管理者がキースイッチを回すと、システムは、管理
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者のフォアグラウンドセッションの制御権をＳＭＭ（システム管理モード）モジュールに
引き渡す。
【００５４】
遠隔制御信号の受信：ＳＭＭシステム管理モジュールは、コマンドを受信するとバックグ
ラウンドセッションで処理し、この間フォアグラウンドセッションは他のアクションに使
用できる。
【００５５】
システムが非アクティブであることを示すタイムアウト完了表示：各種タイムアウトの１
つが起動されると、制御権は処理のため一時的にＩＲＭ（非アクティビティルーチンモジ
ュール）に引き渡される。
【００５６】
システムは上記のイベントの１つが発生するまで「インサービス」モードのままである。
【００５７】
ＩＲＭモジュールは、非アクティビティルーチンモジュールである。このモジュールは、
アルバムのカバーの表示、システムにある音楽トラックの一部の再生、内部プロモーショ
ン目的での選択物全体の再生、外部プロモーション目的でのオーディオ再生、新しい選択
曲の口頭でのプロモーション広告、システムが非アクティブになる時に、及びタイムアウ
トに対応する、所定の、しかし調整可能な時間間隔が経過した後に、使用できる予備音源
への切り替えなどの所定の機能を実行するルーチンを含む。
【００５８】
ＳＭＭモジュールは、システム管理モジュールである。このモジュールは、システムに、
赤外線遠隔制御装置を介して要求された入力を受け入れるよう命令する機能を実行し、こ
の機能は、現在実行中の処理を停止することなく直ちに処理される。この種の極めて多数
の機能が可能であり、いくつかの実行可能な機能を次の非限定的なリストに示す。
【００５９】
演奏される選択物の音量の調整
演奏される予備音源の音量の調整
マイクロフォンのオン／オフ切り替え
マイクロフォン音量の調整
バランス調整、右チャネル、左チャネル
低周波数音量の制御
高周波数音量の制御
選択曲の取り消しまたは選択曲中のある範囲のスキップのオーダ
パノラマ効果、ズームイン、ズームアウトのオーダ
ソフトウェアプログラムの再初期化のトリガ
【００６０】
ＭＭＭモジュールは管理モードモジュールである。このモジュールは、管理者がキースイ
ッチをオンにするとトリガされる。通常の画面ディスプレイは、システム管理に固有のデ
ィスプレイと交換される。この新しいディスプレイで、管理者は、遠隔制御で可能なすべ
ての設定を制御できる。管理者は、例えば遠隔制御で可能にされるまたは不能にされるコ
マンドを定義するために、追加の低レベルコマンドを入力できる。また、管理者は、シス
テム出力ソースごとに最大数の高レベルおよび低レベルを定義でき、これらの限界が、遠
隔制御で使用可能な範囲を定義する。管理者は、この画面を使用してタッチスクリーン上
に表示されたボタンに触れることで新規選択物獲得モードにアクセスできる。管理者がこ
れらのコマンドおよびシステム構成の定義を完了すると、キーを外すだけでシステムは自
動的に「インサービス」モードに戻る。
【００６１】
ＮＳＡＭモジュールは新規選択物獲得モードモジュールである。
【００６２】
ＣＢＳＭモジュールは、顧客ブラウズおよび選択モードモジュールである。このモジュー
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ルは顧客が画面に触れると「インサービス」モードからアクセスされる。ユーザは、選択
曲を選ぶ際、案内するディジタル化音声メッセージによって支援された詳細ブラウズに使
用することができるメニューを表示することができる。
【００６３】
ＴＳＭモジュールは、ホストサーバとオーディオビジュアル再生システムとの間の通信サ
ービスモードモジュールである。このモジュールを使用して配布ネットワーク上で利用で
きるすべての管理サービスを管理できる。通信に固有のすべてのタスクは、システムバッ
クグラウンドタスクとして管理される。これらのタスクは、システムがそのすべてのフォ
アグラウンドタスクを完了した後で、残っている処理時間の割合を超える時間を使用する
ことはない。したがって、システムが高優先タスクの１つを処理中の場合、通信タスクは
自動的にシステムリソースに関する制約を低減し、マイクロプロセッサ処理時間が使用可
能なままであるすべてのものを回収しようとする。
【００６４】
ＳＳＣモジュールは、システムセキュリティ管理モジュールである。このモジュールは、
システムセキュリティを管理し、各システムは、動作を可能にする登録番号の形式で、承
認信号の獲得のための所定の時間方式に従って、ローカルコントローラシステムと通信す
る。さらに、前記システムは、料金詐欺を検出するかシステムがネットワークともはや通
信できない場合には自動的に動作を停止する。
【００６５】
ＳＰＭＭモジュールは、選択された順番に実行される、システムが待ち行列に入れる音楽
、歌またはビデオの選択を管理する。
【００６６】
最後に、管理者は、遠隔制御を使用してＳＭＭモジュールを介してシステムを管理する。
【００６７】
マルチタスクオペレーティングシステムは、多数のコードの断片の同時実行を可能にし、
起動するさまざまなタスク間の優先順位を管理する基本要素である。
【００６８】
本発明によれば、管理モードを起動すると、さまざまなエリアでの音量設定が結合され得
る。この特定の手順は、ＭＭＭ管理モジュールに含まれ、ボタンを含む特定のディスプレ
イによってタッチスクリーン（３３）上で具体化される。この結合手順は、管理者または
運用者がこのボタンに触れると起動される。この機能が実行する第１の動作は、再生シス
テムのメモリ手段に記憶されたファイルから異なるエリアの音量の値を読み出すことで、
これらのさまざまな値の比が計算される。これらの比は再生システムのメモリ手段（２１
）に記憶されたファイルに記憶される。その後、決定されたエリアの音量が変更されると
、この手順は決定されたエリアの新しい音量値を自動的に読み出して、さまざまなエリア
の値の比が以前計算され記憶された比と同一になるように他のエリアの音量値を計算する
。結合手順が起動され、エリアの１つで音量値が最大値に達すると、他のどのエリアの音
量を増加しても無効である。結合機能は、起動ボタンに再度触れるか、タッチスクリーン
上の非活動ボタンとして識別される別のボタンに触れることで非活動化される。
【００６９】
有利なことに、音量を変更するための操作の繰り返しを避けるために、異なるエリアの音
量を決定された時間に低減または増加できるように、音量の変更がファイル内に記憶され
る。例えば（１）、再生システムのオペレーティングシステム内のルーチンが実行するこ
の機能は、再生システムがバーにある（１）時には極めて有用である。顧客の存在による
背景雑音は、１日の異なる時刻で変化する。この背景雑音は、忙しい時間帯、言いかえれ
ば通常夜には大きく、人が少ない時には小さい。この状況によって、再生システムの音量
を背景雑音に応じて調整することが必要になる。したがって、本発明によれば、音量レベ
ルを時刻に応じて前もってプログラム可能である。オーディオビジュアル再生システムの
オペレーティングシステム内のルーチンは、後でこのファイルを読み出し、その結果、そ
の音量レベルへの事前プログラミングされた変更を自動的に行う。
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【００７０】
有利なことに、１日の時刻に応じた音量設定を含むファイルは、データ配布ネットワーク
と再生システムのモデム（４１）とを介して、オーディオビジュアル再生システムのメモ
リ手段にダウンロードできる。言い換えれば、このファイルを作成するために再生システ
ムにアクセスできる必要はない。ファイルは異なるコンピュータシステム上で生成して配
布ネットワークと通信モデム（４１）とを介して再生システムにダウンロードすることが
できる。
【００７１】
従来技術によるオーディオビジュアル再生システムでは、配布ネットワークとホストサー
バとを介して新しい選択物をダウンロードすることができる。ただし、新しい選択物のた
めのコマンドを、タッチスクリーン（３３）と各再生システムのオペレーティングシステ
ム内のモジュールを介して実行する必要があり、場合によっては運用者の介入が必要にな
る。新しい選択物をオーダするための運用者の移動の繰り返しを避けるため、オペレーテ
ィングシステムは、ユーザがリスト内の少なくとも１つの新しい選択物を選べる再生シス
テムのモジュール内に組み込まれている手順を有する。この手順は、ディスプレイ手段（
６２）上に特別の画面を表示するメモリ手段に記憶されたファイルの読み出しを開始する
ことからなる。この画面は曲目のリストがポップアップメニュー形式で表示されるウィン
ドウを含む。このリストは、まだオーディオビジュアル再生システムでは利用できないが
、再生システムにダウンロードできる選択物に対応する。その結果、タッチスクリーン（
３３）上で必要な曲目のタイトルに触れるだけで、オーディオビジュアル再生システムに
読み込む新しい曲目を選択するようユーザを促すメッセージが画面に表示される。ユーザ
の選択は、メモリ手段に記憶されたファイルに記憶され、このファイルはユーザがリスト
内の新しい選択物を選ぶたびに更新される。選択物の選択回数がカウントされる。次いで
この数が所定のしきい値と比較される。選択物が選択された回数が所定のしきい値を超え
ると、再生システムはその選択物をダウンロードすることを求める要求をホストサーバに
送信する。その結果、管理者または運用者のアクションなしで新しい選択物がオーダされ
てダウンロードされる。これによって、新しい選択物をオーダする操作は大幅に簡単化さ
れる。
【００７２】
有利なことに、運用者が新しい選択物をオーダするために移動しなくてよいように、運用
者は、再生システムのタッチスクリーンを使わずにオーディオビジュアル再生システムに
新しい選択物をダウンロードすることもできる。この機能を使用するため、運用者は、デ
ータ配布ネットワークを介して再生システムのホストサーバに接続されたコンピュータを
備える必要がある。運用者は、ダウンロードする新しい選択物のリストを作成し、次いで
配布ネットワークを介してホストサーバに要求を送信する。この要求は、ダウンロードす
る新しい選択物のリストと、新しい選択物のダウンロード先の再生システムの識別子とを
含む。ホストサーバがこの要求を受信すると、リストの新しい曲目が、識別に対応する再
生システムのメモリ手段にダウンロードされる。これらの新しい選択物を受信すると、再
生システムは、利用可能な選択曲のリストを更新する。その結果、新しい選択物の制御操
作は運用者が動く必要なしに実行される。
【００７３】
本発明による再生システムの別の特徴は、定義された時間に少なくとも１つの決定された
再生システムで同時に特定の曲目が演奏されるようにすることである。例えば、この特徴
を使用して、ある歌手の新しいアルバムまたはコンサートのプロモーションを行うことが
できる。例えば、この特徴を使用して、歌手の新しいアルバムのタイトル曲を、そのアル
バムが店頭に配布される当日にすべての再生システムで演奏することができる。またこの
特徴を使用して、この歌手のコンサートが近々催される場所に近い再生システムにこの歌
手の曲目を配布することもできる。特定の瞬間の、少なくとも１つの特定の再生システム
での特定の曲目の演奏は、各オーディオビジュアル再生システム上にあるファイルに含ま
れる一連のオーダによって開始される。ファイルに含まれるオーダは、どの曲目を演奏す
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るか、また演奏する瞬間を決定する。有利なことに、特定の瞬間に特定の曲目を実行する
ためのオーダを含むファイルは、ホストサーバと配布ネットワークとを介して当該の各再
生システムにダウンロードされる。オーディオビジュアル再生システムがこのファイルを
読み出すと、ファイルに含まれるオーダが実行される。
【００７４】
また本発明による再生システムを使用してユーザとの対話を作成することができる。この
対話は一連の機能によって具体化される。第１の機能は、ディスプレイ手段（６２）を使
用して、再生システムの近くの来るべき芸術イベントに関連する少なくとも１つの画像お
よび／または動画を表示することからなる。この表示は、ユーザにこのイベントについて
通知する。画像および／または動画のこれらのシーケンスは、再生システムのメモリ手段
に記憶されたファイルに記憶される。この画像および／または動画は、このファイルが、
例えばＩＲＭモジュール（非アクティビティルーチン管理モジュール）を介して読み出さ
れると表示される。有利なことに、ユーザは、本発明による再生システムを使用して、再
生システムのディスプレイ手段に表示される画像および／または動画が説明する芸術イベ
ントの入場券をオーダできる。このために、芸術イベントの画像および／または動画を表
示する画面上に特別のボタンが表示される。ユーザがこのボタンに触れると、新しい画面
を表示するサブルーチンが開始する。ユーザはこの新しい画面を使用して芸術イベントの
チケットをオーダできる。例えば、この画面は異なる可能な予約日付、利用可能な座席の
タイプ、ユーザが好む支払い手段、ならびに入場券を作成するために必要な他のすべての
情報を備えることができる。有利なことに、オーディオビジュアル再生システムの支払い
手段（３５）は入場券の支払いに使用される。有利なことに、オーディオビジュアル再生
システムは、第１にホストサーバまたはレンタルサーバと通信でき、第２に、同意を受信
した後で、入場券を印刷できる手段を含む。入場券を発行する手段はさらに、または別法
として、入場券をスマートカードなどの携帯電子オブジェクトに記録する手段を含む。例
えば、これらの手段はスマートカードの電子回路への読み書きの手段を含むことができる
。ユーザが入場券を予約したい時は、ユーザのカードを読み書き手段に挿入するように勧
誘する画面が表示される。このアクションによって、第１に新しいカードのユーザ識別手
順をトリガし、第２に（入場券のレンタルサーバが承認した後で）入場券をカードの電子
回路上に記録するステップをトリガする再生システムのオペレーティングシステム内の手
順がトリガされる。芸術イベントについて説明する画像および／または動画を記憶するフ
ァイルは、有利なことに、ホストサーバと配布ネットワークとを介して少なくとも１つの
オーディオビジュアル再生システムにダウンロードできる。
【００７５】
本発明による再生システムの別の特徴は、オーディオビジュアル再生システムのオペレー
ティングシステム内の手順を実行することによって、ファイルに記憶され、オーディオビ
ジュアル再生システムのディスプレイ手段（６２）によって表示された、少なくとも１つ
の画像によってユーザへの要求を行うことである。この手順は、特定のイベントが発生す
るたびにトリガされる。画像は一連のウィンドウを含む。例えば、第１のウィンドウは、
ユーザに関する一連の質問、例えば、ユーザの年齢、性別、職業および／またはその他の
任意の質問を含むことができる。第２のウィンドウは、例えば、必要な調査に関する一連
の質問を含むことができる。例えば、この調査は、特定のアーチストに関する満足度の調
査またはその他の任意の調査でもよい。各質問は、タッチスクリーン（３３）上の特定の
回答エリアに関連付けられる。さまざまな質問に対する回答は、このエリアに触れるだけ
で行われる。調査のさまざまな質問に対する回答は、オーディオビジュアル再生システム
のメモリ手段に記憶されたファイルに記憶される。次いでこのファイルはホストサーバに
ダウンロードされる。有利なことに、オペレーティングシステムのサブルーチンが、調査
に対応する質問表がユーザによってすべて記入されたかどうかを検証する。記入されてい
る場合、オペレーティングシステムは、１つの曲目の選択に対応する金額のクレジットを
支払い手段（３５）に入れ、特別の画面を表示して、ユーザに追加の曲目を選択する権利
があることを通知するサブルーチンをトリガする。有利なことに、一連の質問を含む画面
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を表示する手順は、所定のイベントによってトリガされる。例えば、このイベントは、決
定された支払い金額に対応する、同じユーザによる特定の曲目の選択あるいは同じまたは
異なる曲目のｎ番目の選択である。
【００７６】
有利なことに、再生システムのディスプレイ手段（６２）を使用して広告を表示できる。
広告表示は、例えば、ユーザが、所与の数の選択曲への支払いをした後で、オペレーティ
ングシステム内のサブルーチンによってトリガされる。この広告は、メモリ手段に記憶さ
れたファイルに記憶され、広告対象の会社をめぐって設計されたゲームの形式で表示され
る。ユーザと対話式の広告を形成するゲームとの間の対話は、ユーザが再生システムのタ
ッチスクリーン（３３）を押すことからなる。ユーザがゲームに勝つと、再生システムの
オペレーティングシステム内のサブルーチンがトリガされて、支払い手段（３５）に１つ
の曲目の選択に対応する金額の支払いをクレジットに入れ、好きな曲目を無料で選ぶ権利
があることを特定の画面でユーザに通知するか、または質問表に答えるようにユーザに勧
誘する特別の画面を表示する。例えば、質問表は、オーディオビジュアル再生システムに
関する満足度の調査または上記のタイプのその他の任意の調査でもよい。
【００７７】
本発明による再生システムは、運用者にある程度の融通性を提供する。本発明によるオー
ディオビジュアル再生システムを使用して、運用者は、再生システムの管理者に特定のク
レジット数の支払いをすることができる。１クレジットは１曲を選択するのに必要な料金
に等しい。このクレジットリザーブは、再生システムのメモリ手段（２１）に記憶された
ファイルに記憶される。リザーブに１クレジットを追加するには、運用者は特定の画面を
使用して第１の特定のボタンにアクセスする。タッチスクリーン（３３）上のこのボタン
に触れると、クレジットリザーブに対応するファイルを更新し、このリザーブに１クレジ
ットを追加する再生システム内のサブルーチンがトリガされる。管理者がリザーブ内のク
レジットを使用したい場合、第２の特別の画面を使用して第２の特別なボタンにアクセス
する。タッチスクリーン（３３）上のこの第２のボタンに触れると、第１に、クレジット
リザーブが空き状態でない場合、１つの曲目を選ぶための対価の支払いに対応する金額だ
け再生システムの支払い手段（３５）にクレジットを追加し、第２に、リザーブから１ク
レジット分引き出すことで、クレジットリザーブに対応するファイルを更新するオペレー
ティングシステム内のサブルーチンがトリガされる。クレジットの使用は、管理者に限定
され、管理者は、第２の特別のボタンを使用する時に、または遠隔制御手段（３１）上の
特別の機能によって必要なコードを入力することでクレジットを使用する。クレジットリ
ザーブファイルへのアクセスは、運用者に限定されている（例えば、第１の特別のボタン
を使用する時に要求されるコードによって）。その結果、運用者だけがクレジットリザー
ブを増加することができ、管理者だけがこのリザーブを使用することができる。有利なこ
とに、運用者が提供したクレジットを使用できる時間間隔を定義する特別の画面を表示す
るためのプログラムモジュールがある。サブルーチンによってこれらの決定された時間範
囲外の第２の特別のボタンへのアクセスが防止され、その結果、管理者はリザーブ内のク
レジットを使用できない。
【００７８】
管理者がオーディオビジュアル再生システムの管理モード機能を誤って使用するのを防止
するため、運用者は、管理者がオーディオビジュアル再生システムの物理設定を変更でき
る値の範囲を固定することができる。これらの制限は、例えば、運用者だけが知っている
コードによりロックされている特別の画面によってＭＭＭモード（モジュール管理モード
）でのみアクセス可能な低レベル機能によって実行される。これらの制限のため、管理者
が再生システムを完全に動作不能にする危険はなく、運用者の介入回数は減るであろう。
【００７９】
本発明の主題の専門家が行うその他の変更は、本発明の範囲内に収まることは明らかであ
る。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の特徴に適合した従来技術によるオーディオビジュアル再生システムの電
気系統図である。
【符号の説明】
１　中央マイクロプロセッサユニット
２　大容量メモリ制御回路
３　入力制御回路
４　通信制御回路
５　音響制御回路
６　ディスプレイ手段制御回路
２１　メモリ手段
３１　遠隔制御アセンブリ
３２　キーロック
３３　タッチスクリーン
３５　料金支払い装置
４１　通信モデムアダプタ
５３　増幅器兼同調器
５４　拡声器
５５　コードレスマイクロフォン
６１　テレビジョン画面
６２　ビデオモニタ

【図１】
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